
 

【科学と人間生活】 「               」 No.12 

 

1 年 組 席 

 

 

No.12 

提出印 

授業データ 

(PDF) 

４ 大気が作る大気と海洋の循環 

 (1) 大気の鉛直構造 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 (2)   入射量  と   放射量  の収支 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 メモ 

 (A) 空気が下降する … 『  高気圧  』 

           → 雨が〔 ふる ・ ふらない 〕 

 

 (B) 空気が上昇する … 『  低気圧  』 

           → 雨が〔 ふる ・ ふらない 〕 

 

 

 (3) 大気の大循環 ＝ 南北の寒暖差を起因とする 3 つの循環 

  ※ コリオリ力 ＝ 自転により生じる見かけ上の力 

   → 北半球では進行方向に対して  右向き   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (4) 風がつくる海洋の循環 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (5) 大気と風が作る気候 

・   ＝ 寒帯 

・   ＝ 冷帯 

・   ＝ 温帯 

・   ＝ 亜熱帯 

・   ＝ 熱帯 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

熱の性質とその利用 
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④ 対流圏 

③ 成層圏 

② 中間圏 

① 熱圏 
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私達が感じる気象の舞台 

〔 オーロラ  〕 〔  流星   〕 
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寒暖の差を解消しようとして、大規模に大気が動いて循環が生まれる 
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ハドレー循環 

極循環 

亜熱帯高圧帯 

… 雨が降らず乾燥 

熱帯収束帯 

… 暖かく多雨 

貿易風 

偏西風 
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=黒潮 メキシコ湾流 
〔 X ・ Y 〕 

〔 X ・ Y 〕 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


